
１．従来の接着強度評価の問題点 

 

この図は，単一材料で構成される平滑試験片

と接着継手の強度の比較を示しています． 

平滑試験片の強度と接着継手の強度はいず

れも接着面の平均応力(以下，JIS強度と表記)に

よって評価されることが一般的です．平滑試験

片の場合は，断面に均一な応力が生じるため，

相似形状における強度は変化しません．しかし

ながら，接着界面端部には，被着材と接着剤の

変形のミスマッチに起因する応力集中が生じ

ます．そのため，相似形状の試験片の場合でも，

強度は同じとはなりません． 

 

この図は，Butt jointの接着層厚さと JIS強度

の関係を示しています． 

前述のように，接着界面端部には無限大に発

散する特異応力場が発生し，それが接着強度に

大きな影響を及ぼします．そのため，接着強度

は接着部の寸法に依存します．接着層厚さが増

加するほどに強度が低下し，最大 7倍程度の差

が生じます． 

このように，接着層の厚さに依存して JIS 強

度は大きく変化するにもかかわらず，JIS では

接着層厚さに関する記載が一切なく考慮が全

くなされていません． 

 

この図は，Butt jointの接着層厚さと一定応力

負荷時の接着継手に生じる特異応力場の強さ

ISSFの関係を示しています． 

この図から接着厚さが増加するにしたがっ

て特異応力場の強さ ISSF が増加していること

がわかります．つまり，接着層が厚くなるほど

JIS 強度が低下するのは，接着層が厚くなるほ

ど界面端部での厳しさ ISSF が増加するためと

考えられます． 



２．ISSFによる強度評価の有用性 

 

 この図は，接着層厚さと破断応力負荷時の

ISSFの関係を示しています． 

 この図に示す通り，破断時の ISSFは接着層

厚さℎに関係なく一定値となっており，接着強

度は ISSF＝一定で表現できることを示してい

ます． 

 接着強度は ISSFで表示するべきと考えられ

ますが平均応力は現状ではよく用いられてい

ます． 

 

 この図は，Lap jointにおける，平均応力で表

した接着強度𝜎𝑐と，一定応力負荷時の ISSFと，

破断応力負荷時の ISSFを同様に示したもので

す． 

 Lap jointにおいても，接着部の面積が変化す

ると，JIS強度は大きく変化します．しかしな

がら，ISSF による評価では，突合せ継手と同

様に，接着寸法に依存せず，Lap joint の強度

も ISSF＝一定で表すことができます． 

 

 前述のように ISSFを強度評価に用いること

で，接着層の幾何形状寸法によらない，合理的

な接着強度評価を行うことが可能です．この

ISSF＝一定を用いて， 

① 接着層全体の形状が相似的に大きさが変

わる場合（モデル(a)）， 

② ℎのみが変わる場合（モデル(b)）， 

③ 試験片幅𝑊のみが変わる場合（モデル(c)） 

について，JIS強度，すなわち平均的強度がど

のように変化するかを明らかにします． 
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３． 接着強度の寸法依存性 

 

この図は，接着層全体の形状が相似的に大

きさが変わった場合，JIS強度がどのように変

化するかを明らかにしています． 

接着層の寸法が大きくなると，接着層厚さ

が増加するため，端部に生じる特異応力場が

大きくなります，そのため，接着層の寸法が

増加するにつれて接着強度は低下します．こ

のように ISSFを用いることで，接着厚さに依

存して JIS 強度が低下することが合理的に説

明できます． 

 

 この図は，接着層厚さを固定して，試験片

幅，すなわち接着面積のみが増加した場合の

JIS強度を明らかにしています． 

 この場合，接着面積が増加しても，端部に

生じる ISSF変化しないため，JIS強度は接着

面積に依存せず強度は一定となります． 

すなわち，試験片幅が異なる試験片であって

も接着層の厚さが同じであれば，同一の接着

強度が得られることになります． 

 

 この図は，平均的接着強度と接着層面積の関

係を明らかにしたものです． 

この図からわかるように，接着層厚さの変

化に伴って，接着面積が増加するにつれて JIS

強度は 73MPa から 13MPa まで変化低下しま

す． 

一方，接着層厚さを一定とした場合では接

着面積が増加しても JIS 強度は 65MPa で一

定となります．つまり接着面積が JIS 試験片

よりはるかに大きい場合でも，JIS試験片の接

着層厚さと実製品で用いる接着層厚さを揃

え，接着層厚さを管理することによって JISに

規定された接着強度を実製品の強度に適用可

能であることが示されました． 

 


